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ゴキブリの防御物井

2-Methylenebutanalandrelatedcompounds

in thedeffensivescentofPLatyzosten'acock･

roaclleS (Blattidae:Polyzosteriinae). D.F.

Waterhouseand B.E.Wallbank I.Insect

Physiot.13,1657.(1967).

ゴキブ))の分量路する防御物TIとして,今までに.

tyans･hex-2-enal,quinone頬 (ethyl-p-benzoqui･

none,methyl-♪-benzoquinone,p-benzoquinone),

p-gluconicacidと､その lactone等が知られている.

著者は,20種以上のオーストラ.)アのゴキプ.)の防

御物質を調べた結果,Platyzostcylacasta〝ca,P.

)'ungl汀.p.rufice♪S,P.moyosaが,上記 タイプ以外

の.人間に対して僻涙作用のある防御物質を分泌する

ことを見出し.そのfli離,榊造決定を行なった.

腹部郡六節と郡七郎のRgにある貯蔵喪から,毛細管

で活性物質を取り出した後.遠心分離で細胞成分を取

り除いた.3つの主成分と5つの副成分をGLCで分取

し.TLC,GC-MS,IR,UV,N山Rを用いて構造を

決定した.四種の間で含有量に,やや違いはあるが,

主成分として 2-methylenebutanal,2-methylene

butanol,2-methylenebutanalの二才n体を111離し,

2-methylenepropana12-methyl,butanal,21

methylenepentana12-metllyl,butanol,2-methy-

1enebutyricacidを副成分として得ている.

H8C2＼/＼

u｡｣く禁
Dimerof2-methylene-butanal

P.casEanea,P.ru/rceJIsは.これらを分泌する

時.尻を上げ-節減のポーズをとり,黄樺色に変化する

のに対し,P.)'u〝gl'I'.P.morosaは.このどちらも行

なわない.これは.後宥および,その predatorが夜

行性であるか.あろいは predatorが㌍椎動物でない

ためと考えていろ.

また.叩離された8つの化合物が.桐池上非'j桁に塀

似していることは.同じ生合成経柘で生成した可能性

を示唆すろが.tEIは的証明はなされていない.

(北村突彬)

イラクサキンウワJ<性誘引物質の特異性

Specificity oftheCabbageLooperSex

Attractant.R.S.Berger& T.D.Canerday.

J.Econ.Entomot.61,452.(1968).

イラクサキンウワバTn'chobEusF'anf(Hiibner)の

天然性誘引物質である cis-7-dodecenylacetateと7

種塀の合成類似化合物について室内誘引試験をした.

その結果を表に示す.実験例は少ないが.二琵結合の

水素とカルポニルグループの偲苅原子が分子の同じ側

で-田繰上に配位できることが活性発現に必要と考え

られる.2グループ間の抑耶およびエステル概部分の

改変も括性を低下させる.柾特邦性について検討した

結果,イラクサキンウワバ以外にキンウワバ五経tの3超

Pseudoblusl'arnctudens(Walker),Rachibtusl'aou

(Guen卓e),Autographabitoba(Stephens)はそれぞ

れ eis-71dodecenylacetateに反応し,各種白身の誘

引物質は他種間相互に有効であった.また DEGSカ

ラムをもちいたガスクロマトグラフィーの結果,各種

の性誘引物質の保持時間は cisl7-dodecenylacetate

と一致し,加水分解後 dodecenolを得た.
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イラクサキンウワバ雄蛾に対する相対的誘引性

化 合 物 l 最4'iF/野 庭

Gis-7-dodecenylacetate

irons-7-dodecenylacetate

cls-7-dodecenylproplOnate

cis-7-dodecenylbutyrate

Gis-71tetradecenylacetate

cis-9-dodecenylacetate

Gis-6-dodecenylacetate

Gis-5-dodecenylacetate

10~7

2×10~1

4×10-8

4×10-3

10~2

10~2

無 効
10~2

(桑原保正)

CottonIJeafworm(ヤガ科の 1種)の性誘引物質

SexpheromoneoftheCotton Leafworm.

R.S.Berger.I.Econ.Entomot.61,326(1968).

ワタの害虫でヤガ科に屈する Cottonleafworm,

Alabamaal･gitZacea(Hiibner)に性誘引物質の存在

を確認し,その化学的性質について検討した.すなわ

ち野外で染めた蛸を30oC,粒度50%将時風明下で羽

化させ.雌蛾を災めた.4日間5% 砂粉水で飼育した

後脱却米朝砧2-3節を切り取り,塩化メチレンに浸滋

し休存した.菅硝と共に磨砕し,塩化メチレンで敷皮

地山し,茄色油状物約 100mgを得た.この油状物は

0.1岬/mL氾皮で堆蛾に対して他の鱗超日昆虫の場合

と同様特徴的な行動を血こすことから.活性物質の存

在を碓認した.ガスクロマトグラフィの結凪 雌 1匹

当り約 0.1FLgの活性物質を含んでいた. シ.)カゲル

カラムクロマトグラフィで精製し,炭化水素分画であ

るヘキサンまたは石油エーテル溶出部に活性を認めた.

こ.の活性は以下に列挙する処理によって変化せず,ガ

スクロマトグラフィの保持時間も変わらなかった.i)

メタノールまたはエチレングリコール申5%苛性カリ

液で30分煮沸する. ii)四塩化炭素中の臭素の付加反

応.iii)白金触媒下の水素添加.iv)オゾン分解.普

た IRで2900,2825,1450,1375cm~1の吸収を示し,

-OH,-NHl,-C0-,-0-等に帰属される吸収を認め

ない.以上を絵合してCottonleafwormの性誘引物質

は炭化水素と考えられた.DEGS,DC-200,Apiezon

Lカラムを使 った ガスクロマトグラムの活性部の

Kov孟tsの保持指数から,炭素数は約20と推定された.

既知の昆虫の性誘引物質は分子中に酸素原子を含み,

鎖状不飽和アルコ-ル,酸,エステル額であるに較ペ

て,Cottonleafworm のそれが炭化水素であること

は弼味深い. (桑原保正)

アリの誓幸艮フェロモン

AlarmpheromonesoftheantAtLatexana.

∫.C.Mo忌er,R.C.BrownleeandR.Silverstein.

I.InsectPhysioL･14,529,(1968)･

ア.)Attatexanaの大蛇腺 mandibularglandから

分泌される揮発性物質として4lmethyll3lheptanone

(0.59FLg/1匹)と 2-heptanone(0.14FLg/1匹)をガ

スクロで中郡,マススペクトル,IR.ガスクロでW起

した. アリの警報 フェロモンとして知 られている

2-heptanol,4-methyl-3-heptanol,CitronellaI,

geranial,neralはこのアリには存在しない. ハタラ

キアリは4-methyl-3-heptanoneを5.7×10~1‡g/cmS

(2.7×107molecules/cm3)で感応し,誘引される.そ

して 5.7×10112g/cm3(2.7×108mol./cmS)では警報

的に作用する.2-heptanoneは約1000倍効力が劣る.

野外では渋皮が低い時には誘引と暫和に,拭い時に

は忌避と警報的に作用する. (石井淡二郎)
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